長屋まで ついて 居る。 丁度 学校が 仕舞う 頃に 成る と、 

夕飯まで、 もう 一盛り 騒ごうと する 子供 等が、 十五 人 

近く も、 その 石段の 頂上、 —— 彼女の 庭の つい 横手 I 

I に 集る。 そして、 あらいざらいの 活気 を 以て、 賑ぃ 

出す ので ある。 

男の子 や、 女の子 や …… 縁側の 柱に 膝 を 抱えて 倚 か 

かり、 芽 を 青々 と 愛らしく 萌え出した 紫陽花の 陰に、 

無数に 並んで 居る、 真黒な 足と 下駄と を 眺め 乍ら、 泰 

子 は、 殆ど 驚歎して、 彼等のお 喋り や、 誇示 や、 餓鬼 

大将の 不快 至極な、 まるで 大人の 無頼漢が 強請る よう 

な 威圧 を 聞いたり した。 



其 上、 夏の 休暇に は 遠方へ 旅行す る 次 手に、 家 も 変 

える 計画が 以前から 既定して 居る ので ある。 

然し、 泰 子の 気分 は、 左様 云う reasoning ではなお 

ら なかった。 

不快な 心的状態 は、 鼠算に 不快な 考を 産む。 第一、 

当分 は 移れない と定 つて 居る のに、 此程、 周囲の 不愉 

快 を 感じる の は 堪らない。 —— 境遇と 真正面から 引 組 

んで、 勇ましく 負かせな いのが、 泰 子に は 自分自身に 

対して 口惜しかった。 

何故、 もっと 大きく、 大きく、 あらゆる 物音 や 騒動 

に 動じない 心 を 持 得な い のだろう。 
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